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財政効果
以外の効果

財政効果

R5
(2023)
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時点

将来発生する
財政削減計画額

円
将来発生する
財政削減見込額

円

取組状況 取組課題
R20以降、施設老朽化による更新費用増大／R12

以降、少子高齢化による使用料収入減

経営状況の把握と分析により

市債発行額を抑制／下水道

使用料改定の要否を検討 353,056,000円 円

経営状況の把握と分析により

市債発行額を抑制／下水道

使用料改定の要否を検討 316,717,000円 円

経営状況の把握と分析により

市債発行額を抑制／下水道

使用料改定の要否を検討 359,129,000円 円

経営状況の把握と分析により

市債発行額を抑制／下水道

使用料改定の要否を検討 39,632,000円 円

経営状況の把握と分析により

市債発行額を抑制／下水道

使用料改定の要否を検討 円 円

財政効果
以外の効果

取組実績
成
果
値財政効果

年度

年度計画 年度実績

取組内容
目
標
値

目標

前年度決算数値に対して公共下水道事業経営戦略に沿った内容となっているかを検証することとも

に、経営状況の把握と分析を行い、もって市債発行額を10億円以下に抑える。

市債発行額10億円
目標値 市債発行額を6.5億円に抑制

（抑制額3.5億円）（R9末）

事業概要

健全な事業経営実現に向け、令和2年度より地方公営企業法の財務規定等を適用。下水道使用

料を原資に、汚水管渠の整備や老朽化対策を実施。また、災害への対応として、浸水対策、地震対

策など幅広く対応をしていく。

取組項目 下水道事業特別会計の健全化

主担当課 下水道課 関係課 -

(2)特別会計・公営企業会計の健全化

コード 030202

強化取組方針
3.収支バランスの改善

個票-22


